
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

四
月
の
公
園
整
備
は
七
日
（
日
）
で
す
。 

雑
草
取
り
、
施
肥
、
潅
水
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

四
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
三
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
八
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

今年は早い開花のハクモクレン！ 

三
月
五
日
（
火
）
こ
こ
の
と
こ
ろ
雨
の
日

が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
に

朝
か
ら
快
晴
と
な
り
、
十
四
名
の
参
加
に
よ

り
公
園
東
側
の
花
壇
他
に
デ
ー
ジ
ー
、
リ
シ

マ
キ
ア
、
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
な
ど
の
花
苗
植

栽
を
し
、
施
肥
、
雑
草
取
り
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
南
側
の
円
形
花
壇
に
は
遅
咲

き
の
黄
色
の
ス
イ
セ
ン
も
開
花
し
、
こ
の
時

期
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
ほ

ど
の
多
く
の
花
壇
に
花
が
綺
麗
に
咲
い
て

い
ま
す
。
来
期
か
ら
は
二
十
名
の
会
員
及
び

子
供
会
員
に
よ
り
活
動
を
続
け
ま
す
の
で

ご
支
援
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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『
破
れ
傘
（
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
）
』
キ
ク
科 

 

こ
う
も
り
傘
で
は
な
く
、
時
代
劇
映
画

で
長
屋
住
ま
い
の
浪
人
が
傘
貼
り
を
す
る

あ
の
傘
で
す
。「
傘
」
と
書
く
か
ら
唐
の
傘

か
と
思
い
き
や
、
柄
（
か
ら
＝
え
）
の
付

い
た
笠
の
こ
と
で
す
。「
傘
」
は
「
か
さ
、

か
ら
か
さ
」
と
読
み
ま
す
。
昭
和
十
七
年

生
ま
れ
の
筆
者
は
、
こ
ど
も
の
こ
ろ
、
雨

の
日
に
は
、
こ
れ
を
持
っ
て
学
校
に
行
き

ま
し
た
。
新
し
い
傘
は
、
ば
り
ば
り
と
い

っ
て
開
き
、
そ
れ
を
面
白
が
っ
て
い
ま
し

た
。
落
語
に
「
う
ち
に
も
貸
し
傘
も
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
骨
と
皮
が
ば
ら
ば
ら
に
な

っ
て
・
・
」
と
傘
を
貸
さ
な
い
言
い
わ
け

を
す
る
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。「
ヤ
ブ
レ
ガ

サ
」
と
い
う
植
物
は
、
春
、
地
上
か
ら
芽

吹
い
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
開
き
か
け
た
破

れ
傘
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
成
長
す
る
と

こ
の
笠
を
開
い
て
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
が
、
少
し
深
山
の
林
の
中
で

見
ら
れ
ま
す
。 

 

春のような気温のもとで！ 

腰痛に注意をしながら！ 

静岡市丹野のヤブレガサ！ 

雑草取りも大変です！ 


